
 

 

 

 

 
 

北部経済センターにおける活動の一コマ 
     

                                         
 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 
     

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

ＪＡ京都中央 令和２年８月２５日  №５１１ 作成者 岡田 昭信 

平成 27年に経済センターを核とした事業展開を実践して早 5年が過ぎました。北部は

中山間地が大半で気温の寒暖差も大きく、地形や気象が西南部とは様相が異なり、営

農形態も独自性が強いです。府、市の関係機関と共に定期的に巡回を行っており、作

物の生育状況の確認や営農指導を実施しています。その一コマを紹介します。 

 

 

 
 

特別栽培米の生育状況を確認、こだわりの

米生産をフォローアップしていきます。 

 

―ＴＡＣ information―  

今後、晩生のヒノヒカリを主に出穂を迎えます。まだまだ高温が続

いていますが、出穂期直前の穂ばらみ期から登熟期にかけては、イ

ネにとり特に水が必要な時期で、花水と言われます。根の活性化を

図り籾の充実度を高めるため、落水、入水を繰り返す間断かんがい

に心掛け、高品質なコメ生産に繫げましょう！  

里の駅の販売状況、多品目野菜生産のため

各圃場の土壌分析の依頼を受けており、適切

な施肥設計を提案します。 

 

獣害の実態確認を行い。農家へのヒアリングを通

じて、今後の対策を検討していきます。 

 

夜中にドーンとトタン板にぶつかる音がしてな。 

 

猪によるイネの食害？ 

 

田んぼの中の通り道 

 



 

  


